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五
輪
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究
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本
仏
典
平
安
期
編

齋

藤

彦

松

一
、
序

平
安
期

の
東
、
台
日
本
密
教
典
に
五
輪
塔
資
料
が
続

出
し
て
来
る
と
、

こ
の
国
に
五
輪
塔
が
建
立
さ
れ
て
来
る
。
鎌
倉
、
室

町
期
と
次
第
に
増
加
し
、
日
本
全
土
に
展
開
し
、
日
本
人
の
多
く
が
そ

の
下
に
死
後
を
托
し
て
永
眼
し
て
い
る
。
世
界
に
仏
教
国
は
少
な
く
な

い
の
に
、

日
本
国
土
に
の
み
広
く
展
開
発
展
し
た
事
は
、
日
本
人
と
そ

の
国
土
に
、
五
輪
塔
の
持

つ
思
想
と
形
と
、
そ
れ
か
ら
来
る
情
感
が
適

合
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
本
論
は
平
安
期
 (
八
世
紀
よ
り
十
二
世
紀
)

四
百
年
間

に
成
立
を
み
た
日
本
仏
典
で
の
五
輪
塔
資
料
を
、
集
録
、
整

理
、
研
究
し
日
本
五
輪
塔
史
の
初
期
を
解
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
研
究
位
置

此
の
研
究
は
、
印
度
バ
ラ
モ
ン
資
料
で
あ
る

(1
)
「
五
輪
塔
成
因
の
研
究
」
(
s
.
p
.
n
o
,
5
6
)
。
(
2
)

「
五
輪
塔
資
料

の
研

究

・
仏
教
経
軌
編
」
(
s
,
p
.
n
o
,
5
3
)

に
続
く
も

の
で
、
大
陸

で

の
五

輪
塔
資
料
が
日
本
に
流
入
し
て
よ
り
平
安
期
、
即
ち
日
本
五
輪
塔
成
立

期
の
資
料
研
究
で
あ
る
。

三
、
平
安
期
資
料

で
の
五
輪
塔

の
名
称

仏
教
軌

で

の
名
称

は
、
善
無
畏

の
訳
語

で

「率
都
婆
」
「
曼
茶
羅
五
輪
」
「
法
界
輪
」
。
不

空

で
は

「
五
輪
塔
」
が
あ

る
。
平
安
期
東
密
資
料

で
は
、
空
海

の
イ

「率
観
婆
」
。
空
海
又
は
宗
叡

と
さ
れ
る
、

ロ

「砒
盧
遮
那
法
界
率
都

婆
」
、
ハ

「
法
界
率
都
婆
」
。
十
二
世
紀

の
覚
綾
資
料
で
は
、

二

「
五
輪

率
都
婆
」
と
な
っ
て
居
り
、
台
密
資
料
で
は
安
然
の
、
ホ

「率
観
波
」
、

へ

「
五
輪
率
都
婆
塔
」
。
覚
超
に
は
、
ト

「器
界
五
輪
形
像
」
。
長
宴
の

「四
十
帖
決
」
に
な
る
と
、

チ

「
五
輪
法
界
塔
」
、
リ

「法
界
縁
起
塔
」
、

ヌ

「
五
輪
法
界
塔
」
、
ル

「
五
輪
塔
」
が
あ
る
。
五
輪
塔
な
る
名
称
は
、

経
軌
資
料

の
不
空
訳
に
初
出
を
み
る
が
、
日
本
で
は
十

一
世
紀
頃
に
は

五
輪
塔
と
も
呼
ば
れ
た
事
が
推
定
さ
れ
る
。
長
宴
は
同
書
に

(大
正
6
5

p
.
8
7
2
)
貴
重
な
五
輪
塔
図
を
遺
し
て
い
る
。

四
、
平
安
期
資
料

で
の
五
輪
塔
の
形
式

長
宴
は
前
記
五
輪
塔

図
に
傍
記
し
て
い
る
。

「師
日
。
無
所
不
至
名
二率
都
婆
一者
。
五
輪
相
累
故
也
。
謂
塔
以
二五
輪
一成

也
」

率
都
婆
と
名
ず
く
る
は
、
五
輪
相
か
さ
な
る
が
故
也
と
記
し
て
い
る
。

即
ち
率
都
婆
と
云
ふ
は
図
の
如
く
方
形

の
上

に
円
を
、
そ

の
上

に
三
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角
、
半
月
、
宝
珠
形
と
順
次
相
累
ね
た
形
と
云
ふ
事
に
な
る
。
是
は
経

軌
資
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
五
輪
塔
と
同
様
で
あ
る
が
、
平
安
期
資
料

の
中
に
は
、
特
殊
形
式
の
問
題
も
あ
る
の
で
是
を
摘
出
し
て
み
よ
う
。

(
1
)
、
空
輪

の
形
式

空
輪
は
経
軌
資
料
に
も
定
形
が
な
い
。
平
安
期

資
料
で
の
空
輪
の
形
を
列
記
す
る
と
、
東
密
、
台
密
、
次
の
如
く
に
な

る
。東

密
 

1
団
円
 

2
円
形
 

3
雑
形
 

4
宝
形

台
密
 

1
円
 

2
一
点
 

3
無
定
形
 

4
方
円
角
月
種

々
具
足

5

金
剛
形
 

6
一
切
形

(円
)

右
の
如
く
平
安
期
資
料
で
定
形
は
み
ら
れ
な
い
。
右
の
内
、
経
軌
資
料

に
見
ら
れ
な
か
っ
た
空
輪
形
と
し
て
は
、
東
密
で
は
雑
形
と
宝
形
が
あ

り
、
台
密

で
は
、

一
点
、
方
円
角
月
種

々
具
足
、

金
剛
形
、

一
切
形
が

み
ら
れ
る
。
右
の
内
、
宝
形

は
宝
珠
形
、

一
切
形

は
円
と
推
定

さ
れ

る
。
他
は
具
体
形
を
見
出

せ
な
い
、
総

じ
て
平
安
期
資
料
で
は
、
団

円
、
団
形
、
円
、

一
切
形
等
何
れ
も
是
等
は
円
形
と
推
定
さ
れ
る
事
は

見
逃
せ
な

い
。
平
安
期
及
鎌
倉
期
頭
初
に
建
立
さ
れ
た
、
立
体
五
輪
塔

の
多
く
に
円
形
空
輪
が
見
ら
れ
る
。
此
の
事
は
、
仏
典
資
料
と
建
立
塔

と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
も
と
と
解
さ
れ
る
。

(2
)
、風
輪
形

風
輪
形
は
、
経
軌
、
平
安
両
資
料
共
に
、
そ
の
形
は

「
半
月
」
と
さ
れ
て
い
る
。
唯

一
点
、
台
密
僧
安
然
は
、
そ
の
撰

「
真

言
宗
教
時
義
」
(大
正
7
5
.
p
.
3
7
4
)

で

「
蓮
華
形
」
と
し
て
い
る
。

蓮

花
は
蕾
時

(未
敷
蓮
花
)
及
花
辮
の

言
葉
め
み
を
見

る
と
宝
珠
形

と
な

る
が
、
開
花
時

(開
敷
蓮
花
)
は
、
真
上
か

ら
見

る
と
大
要
円
形

と
な

り
、
側
面
は
大
要

「
半
月
形
」
と
な
る
。
安
然

の

「蓮
華
形
」
は
、
半

月
形
を
蓮
花
に
形
容
し
美
化
表
現
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
鎌
倉
初

期
と
推
定
さ
れ
る
石
塔
の
風
輪
が
、
開
蓮
花
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
事
は
注
意
さ
れ
る
。

五
、
平
安
期
の
五
輪
塔
観

五
輪
塔
観

の
基

本
は
、
塔

の
内

容
、
形
式
共
に
古
代
イ
ン
ド
バ
ラ
モ
ン
の
哲
学
思
想
と
祭
式
に
発
す
る

故
、

バ
ラ
モ
ン
資
料
と
仏
経
軌
資
料
の
そ
れ
を
継
承
し
、
そ
れ
に
日
本

平
安
期
密
教
の
特
色
を
加
味
し
た
形
と
な

っ
て
い
る
。

(
1
)
、
バ
ラ
モ
ン
資
料
に
拠
る
五
大
観
の
要
旨

誹莇雨凱

五
大

(叢
誉
大
翼
暗
)

↓
譲
↓
陣
鞄
↓
団
大

ー
大
↓
田
大
↓
団
大

號
大
蛍

(疑
田
三
漣
十
並
六
油
)

団
大
二
五
大

美

(2
)
、仏
教
経
軌
資
料
の
五
輪
塔
観
要
旨

樹
雲
購

(団
謬
瞬
)

廿
凹
思
漉
柴
泣
囚

蒔

呉

涛

翼

賠

大

辺
誉
滞

(
3
)
、
平
安
期
の
五
輪
塔
観
要
旨

て
団

プ
謬

ン
瞬

廿
コ
川
十
囚

油
泣
田

達
誉
大
翼
暗

汁

贈
魏
確
細

ロ
難
餅
羅
琳
職
膜

大
要
右
の
如
く
に
な
る
が
、

(
1
)
(2
)(3
)に

一
貫
し
て
系
流
し
て
い
る
主
要

五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
日
本

仏
典

平
安
期
編

(
斎

藤
)
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五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
日
本
仏
典
平
安
期
編

(
斎

藤
)

宗
教
思
想
は

団
謬
蘇

(団
冴
)
=
汁

日
誉
滞

(讃
)

と
な
り

讃
 
b
a
r
o
f
l
f

↓

大

日
m
a
h
a
 
v
a
i
r
o
d
c
a

に
置
換
え
ら

れ
て
い
る
事
は
、
五
輪
塔
理
解
の
重
要
点
と
な
る
。
(
3
)
平
安
期
に
な
る

と
、
こ
の
五
輪
塔

に

「普
照
法
界

衆
生
離
苦
得
楽
」
(安
然

「金
剛
界

大
法
対
受
記
」
大
正
7
5
p
.
1
3
6
)
の
宗
教
思
想
が
加
味
対
応
さ
れ

て
来

る
。
是

は
日
本
的
五
輪

へ
の
進
転
と
理
解
さ
れ
る
。

バ
ラ

モ
ン
教
ウ
パ

ニ
シ
ヤ
ツ
ド
で
は
、
五
大
を
器
世
間

(物
質
界
)
と

し
て
い
る
事
は
既
に
述
べ
た
如
く
、

五
輪
塔
成
立
起
点
で
あ
り
、
当
然

仏
経
軌
資
料
も
、
平
安
期
資
料
も
之
を
継
承
し
て
い
る
。
伝
空
海
と
さ

れ
る

「秘
蔵
記
」
(大
正
図
1
-
1
)に

「草
木
非
情
も
五
大
所
成
故
に
成

仏
」
と

し
、
「秘
密
曼
茶
羅
十
住
心
論
」
(汁
囹

77
p
.
3
0
3
)
に

「
五
大

万
物
の
因
」
と
の
意
を
記
し
、
空
海
又
は
淳
祐
の
撰

「
守
護
経
念
諦
次

第
」
(畏
確
曄

戯
4
-
7
5
5
)

に

「
五
輪
以
つ
て
器
界
成
立
」
と
あ
る
。

平
安

密
教
で
は
五
大
所
成
が
成
仏
の
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
は
平
安
期

の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
五
輪
塔
観
を
理
解
す
る
重
要
拠
点
と
考
え
ら
れ

る
。五

輪
物
質
観
は
、
五
輪
人
身
観

へ
と
転
進
す
る
。
経
軌
資
料
で
は
既

に

「
五
輪
投
地
礼
」
な
る
語
が
多
く
み
ら
れ
、
又
五
躰
の
各
部
を
五
輪

に
対
応

せ
し
め
て
い
る
。
平
安
期
資
料
で
も

「
秘
蔵
記
」
に

「
観
五
大

於
身
中
」
を
始
め
、
種
々
の
人
躰
と
五
輪
塔

の
対
応
が
み
ら
れ

「
五
輪

投
地
礼
」
は
通
常
語
に
な

っ
て
い
る
。

台
密
資
料
で
は
、
覚
超
は

「
胎
蔵
三
密
抄
」
(大
正
7
5
p
.
5
6
1
)

で
、

安
然

「
撰
定
事
業
灌
頂
具
足
支
分
」
(大
正
7
5
p
.
2
1
3
)

の
文
を
承
け
て

「
以
以

一
切
世
界
皆
是
五
輪
之
所
依
持
」
と
記

し
て
居

り
、
「
三
密
抄

料
簡
」
(大
正
7
5
p
.
6
3
3
)

で
は

「
五
大
具
表
万
法
也
」
と
し
て
い
る
。

一
切
世
界
、
万
法
の
基
点
に
五
輪

(大
)
を
置

い
て
い
る
。

東
密
僧
覚
鎭
は
、

そ
の
著

「
率
都
婆
十
種
秘
釈
」
で

墨
溢
購

離
誘
離
贈

大
軸
竈
細

確
醇
逃
脳

(汁
思
姦
糊
)

五
餐
樹
濫
購

醜
嚥
薔
皆

融
蛮
皆

曄
重
蝉

団
嶺
融
艦
諫

暫灘
翻
司
錦

ー
宮
愚
欝

要
略
右
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
五
輪
塔
観
は
次
第
に
信
仰
面

へ
と
展
開

し
て
行
く
。
五
輪
ソ
ト
バ
は
、
仏
浄
土
を
含
む
と
の
信
仰
は
、
次
の
時

代
の
五
輪
塔
観
に
大
き
く
影
響
し
て
行
く
。
多
く
の
人
の
墓
塔

へ
と
進

転
し
て
行
く
基
盤
と
な
る
信
仰
思
想
が
、
此
の
期
に
形
成
を
見
る
事
は

重
要
で
あ
る
。

六
、
六
大

地
水
火
風
空
の
五
大
と
識

大
と
を
以

っ
て
六
大
と

す
る
考
え
方
は
、

バ
ラ
モ
ン
資
料

で
の
器
世
間
d
h
a
a
k
g
o
f
の
分
類

で
あ
る
五
大
と
、
有
情
e
o
f
d
lを

一
婁
と
し
て
い
る
事
に
類
似
す
る
。

有
情
は
生
命
に
重
点
が
あ
り
、
識
d
f
g
o
r
l
h
は
心
に
重
点
が
あ
る
。

仏
教
典
で
は
早
く
も
阿
含
経
典
に

「
六
大
」
を
記
述

し
て

い
る
。
「四

諦
経
」
「
楽
想
経
」
等

の
初
期
経
典

を
始
め
、

般
若
、

智
度
論
、
婆
沙

論
等
の
多
く
の
大
乗
経
論
に
み
ら
れ
る
。
平
安
期
仏
典
で
は
、
空
海
の
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「即
身
成
仏
義
」
に

「謂
六
大
者
五
大
及
識
」
と
述
べ
て
い
る
。
以
降

の
日
本
密
典
で
は
、
六
大
思
想
を
現
代
に
迄
系
流
を
み
て
い
る
。

こ
の

六
大
思
想
は
、
五
輪
塔
表
現
に
も
影
響
し
て
来
る
。

七
、
五
大
皆
響
あ
り

こ
の
考
え
方
の
源
流
は
、
既
に
ウ
パ

ニ

シ
ヤ
ツ
ド

(
ア
ム
リ
タ
ナ
ー
ダ
k
f
k
g
o
r
 
p
o
g
 
l
f
)

に
、
五
立具
里
と
五
大

が
説
か
れ

て
い
る
。
(
s
.
p
.
n
o
.
5
6

第
三
表
n
o
,
1
8
)平
安
資
料

に
於

て
は
、
空
海
の

「
声
字
実
相
義
」
(大
正

77
.
p
.
4
0
1
)

に

「
五
大
悉
く
響

を
具
し
、

一
切
の
音
声
は
五
大
を
離
れ
ず
。

五
大
即
是
声
之
本
体
」
と

記
し
同

「念
持
真
言
理
観
啓
白
文
」
で
は

「
五
大
有
響

十
界
具
言
」

と
し
て
い
る
。
此
の
思
想
は
、
音
声
の
総
て
は
、
人
身
を
含
む
器
界
に

そ
の
根
本
因
を
求
め
た
事
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
此
の
思
想
は
、

安
然
、
覚
鎭
等
に
引
継
が
れ
て
行
く
。

八
、

日
本
五
輪
塔
史
の
初
期
を
語
る
率
都
婆
鈴

日
本
で
の
五

輪
塔
は
、

い
つ
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
事
は
五
輪
塔
史
上

の
重
要
点

の

一
つ
と
な

っ
て

い
る
。
(
c
.
n
o
.
5
3
)
「
五
輪
塔
資
料

研
究

・
仏
教
経
軌
編
」
第
五
章

(五
輪
塔
の
成
立
)
で
は
、
三
股
塔
、

五

股
塔
、
多
宝
塔
と
共
に

「
五
輪
塔
」
な
る
名
称
で
、
舎
利
容
器
と
し
て

大
陸
に
既
に
存
在
し
て
い
た
事
が
推
定
さ
れ
る
。
日
本
で
三
国
伝
来
と

伝
承
す
る
白
銅
製

「
率
都
婆
鈴
」
が
現
存
し
、
そ
の
頂
上
に
は
率
都
婆

即
ち
五
輪
塔
が
載

っ
て
い
る
。
其
他
日
本
に
現
存
す
る
率
都
婆
鈴
は
鎌

倉
期
頃
迄

の
物
は
総
て
五
輪
塔
が
載

っ
て
居
り
、
吉
野
期
以
降
と
推
定

さ
れ
る
物

に
は
、
五
輪
塔
以
外
に
多
宝
塔
又
は
三
重
塔
等
が
載

っ
て
来

る
。
率
都
婆
鈴
資
料
を
時
代
整
理
す
る
と

(
1
)
、
醍
醐
寺
蔵
白
銅
製
率
都
婆
鈴
 
(宝
物
第
十
号
)
 頂
上
の
五
輪
塔
は
、

火
輪
三
角
四
面
体
で
古
式
な
塔
形
を
為
し
、
鈴

の
底
辺
は
花
辮
形
と
な

っ
て
い
る
。
寺
伝
は
三
国
伝
来
。

(2
)
、円
行
請
来
目
録
率
都
波
鈴

一

洛
北
霊
巌
寺
円
行

(
a
.
d
.
7

99
-

36b
。
)の

「
霊
巌
寺
和
尚
請
来
法
門
道
具
等
目
録

」
(大
正
5
5
p
.
1
0
,
7
3
)

に

「率
都
波
鈴

言
」
の
記
載
あ
り
。
平
安
の
初
期
に
大
陸
よ
り
率
都
婆

鈴

の
請
来
が
存
し
た
事
が
知
ら
れ
る
。
帰
朝
は
承
和
六
年
(
a
.
d
.
8
3
9
)
。

(3
)
、安
祥
寺
資
材
帖
率
都
婆
鈴

一
口

京
都
山
科
安
祥
寺
恵
運
(
a
.
d
.

7
8
9
-
8
6
9
)

は
入
唐
し
、
承
和
十
四
年

(
a
,
d
,
8
4
7
)

に
帰
朝
。

そ
の
請

来
物
の
中
に

「率
梵
婆
鈴

言
口
」
(心
覚

「入
唐
記
」
に
拠
る
)
が
あ
り
、

恵
運
の
勘
録
に
な
る

「安
祥
寺
資
材
帖
」
に
も
阿
闇
梨
附
法
物
と
し
て

「率
都
婆
鈴

一
口
」
が
あ

る
。
前
記
請
来
物

の
鈴

の
事

と
推
定

さ
れ

る
。

こ
の
記
録
も
九
世
紀
前
半
の
請
来
が
推
定

さ
れ
る
。

(
4
)
、
不
灌
鈴
等
記
の
率
観
婆
鈴

撰
者
親
寂
親
王

(
a
.
d
.
8
8
6
-
9
2
7
)

が
記
録
し
た
率
観
婆
鈴
を
含
む
鈴
杵
義
を
記
し
た
項
は

「円
城
寺
僧
正

口
決
云
」
(大
正
7
8
p
.
6
5
)と
記
さ
れ
て
い
る
。
京
都
東
山
に
存
し
た

円
城
寺

の
僧
正
益
信

(
a
.
d
.
8
2
7
-
9
2
6
)

は
広

沢
流

の
元
祖

で
本
覚
大

師
と
勅
論
さ
れ
、
宗
叡
よ
り
密
灌
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
益
信
口

決

の
率
観
婆
鈴
は
、
九
世
紀
後
半
に
は
、
日
本

に
鈴
上
の
五
輪
塔
が
建

立
さ
れ
て
い
た
事
を
語

っ
て
い
る
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

(終
)

(梵
字
資
料
研
究
所
所
長
)

五
輪
塔
資
料

の
研
究

・
日
本
仏
典
平
安
期
編
 
(
斎

藤
)
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